
※本連載では、市内に点在する美濃焼タイルを使った建造物を紹介します
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治見市は、子どもを中心に、親、子育て支援をす
る人や事業者、地域の「人財」、教育を支える教員

などがひとの“わ”をつくり出すことで、子育てや子育ち
の環境をより一層高めるまちづくりをしています。

　今回の「たじみ いいとこ こんなとこ」は、子どもの健
全育成と働く保護者をサポートする「たじっこクラブ」と

「児童館、児童センター」の取り組みを紹介します。

▲根本交流センターの乳幼児室で遊ぶ男の子

▲太平児童センターのピヨピヨクラブの様子

▲脇之島児童センターでお母さんと遊ぶ男の子▲北栄たじっこクラブで集中して絵を描く男の子

▲根本交流センターの遊戯室で一輪車を楽しむ女の子
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